
事例34

＜事例概要＞

処方時に間違いがあり過少投与に至った

ヒューマリンR注100単位 / mL（インスリンヒト）：糖尿病治療薬

・30 歳代、1 型糖尿病、糖尿病性ケトアシドーシス

・ヒューマリンR 50 単位＋生理食塩水 49.5 mL を 4 mL / h と指示したつもりで、
ヒューマリンR 5単位＋生理食塩水 49.5 mL を、0.4 mL / h と処方した。看護師は指示
通り準備、持続点滴を実施した。

・投与開始約 1 時間後、高血糖、高カリウム血症の改善が見られず、流量を 0.6 mL /
dLとしたが、血圧低下、心停止となり、当日死亡。

・死因は、インスリン過少投与によるアシドーシス、高カリウム血症。死亡時画像診断
（Ai）無、解剖無。

提言第15号　薬剤の誤投与に係る死亡事例の分析


